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再生可能エネルギーの大陸間
輸送の予備的評価研究

1.コンセプ卜

2.評価範囲および前提条件

3.概念設計(電力、液体水索、有機ハイドライド)

4.経済的評価

5.技術課題

6.まとめ

信蹴入エネルギー総合工学研究所 刊22判 26日柑エネルギー協会総会特別闘会

本調査では、再生可能エネルギーの「繍送」に篇目するため、供18される再生可能
エネルギー自来電力は、ある出力、ある稼働率で稼動している発電所で置き娩えて
評価.
ー 単位システムあたり100万kWの発電所が稼働率90%で穣勤した場合の電力を供鎗 (80ilkWh/

年)

評価する再生可能エネルギーの段舗の規棋として、圏内の送電網に入る直前で、年
聞の発電電力量約80億kWhを供給できる段傭構成

自力側に必要な電力量跡、出力側の電力量をそれぞれのキャリアの総合的エネルギー効率で
った値として算出される.
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-再生可能エネルギー鶴送技術のフィージビリティ・スタ
ディ
ー 海外の豊富な再生可能エネルギーを輸送可能な娘体に変慎

一我が固に繍送

・複数の再生可能エネルギー輔送技術を評価
一経済的・按術的成立性とC02排出削減量

-鶴患な地球温暖化対策技術で世界を先導するための提

IAE ~人エネルギー総合工糊究所 刊22問問 時…一腕帥特別刷会
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時間断面
. 2030年ごろ。

輸送電力量
・出力変動無しの変電所(評価範囲外)が起点

-必要な電力量はエネルギーキャリアによって損
失等を考慮して決定する。

100万刷、稼働率90%
一年開発電電力量80憶kWh/yr(化学媒体の場合、発電

所送電鋪効率を50%とすると、必要水素量は約53億
Nm3/年(約47万 t/年)) 

信館法人エネルギー総合工学研究所 刊22削月26白川エネルギー帥帥特別刷会
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双橿中性点胃蝿擁地方式
一本織は+極、一橿の2本のケーブJ!fで傭戚され、+橿ー橿の鍾

分の電流を大地で溝す

送電容量2000附 (I500kV，2000A)鉄線鑓装付直流CV
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エネルギーキャリアの週択

(1)電力
再生可能エネルギーは、電力の形で摘銭されるのが一般的 (光触織を除
く)
電力は、送電し、利用するのがもっとも合理的.
陸上もしくは海底に験段された常伝海ケープルによる高圧直流送電により、
再生可能エネルギー由来電力を繍送することを想定.

(2) i夜休水震
送電が鐙しい編合には、電力を化学エネルギーに変自慢して'自選する方法を
採用

需裏サイトでは化学エネルギーから電力を再生・利用
化学エネルギーは織力学的に安定な乗件下では長崎聞の貯蔵が可能である
ことから、貯蔵性に隠のある電力を.距雌繍迭する編合のエネルギーキャ
リアとして・適
エネルギー繍送娘体として見た編合、もっとも質量エネルギー密度が大き

妥首長ネルギ一銭術闘 の当初からエネルギーキャリアとして、多くの研
が行われてきた喜果、湾体水索時等裏鰍衡については多くの知

見が嘗繍
工緩プロセス用原料水療等の園内舗迭で、すでに濠体水索繍送が膏用化.
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システムフ開::，宥織りイドライド) 可
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IAE閑人工ネ111←鍛工判眠術 刊時晴拙柑日岬ー帥齢糊刷会

コスト内訳の慣れ7，OOOkmの臨般)
‘ 四時同""""叫町時錨縦揺詣晶醐輔掛端総盟結盟組描蜘協調時品 開晶

単位 :円/kWh

有 機 ハ イ ド ラ イ ド液体水素

約27円/kWh 約25円/kWh
-固定賓がほとんど ・嚢勘賓の割合が高い

.動堅金額選管認EE23??ト?をEFエネルギー由来の竃

※再生可能エ阜ルギー電力の.入質周2.0円/klhは仮定

IAE It蹴人エネルギー備工判断 刊22

続編線題
私繭品開問。掛誠議総偽告側議総融制組瞬時議議締結臨柵補間醐d

(1)電力

常竃導送電鎗術
5000m級の大漂度に験段可能なケープルの開発
5000m級の大濠度へのケーブルの敵段緩衝
1回航あたりのケーブル敵段.の漕加 (舷段工期の短縮化)
変直変調血徹、ケープルの低コスト化、大濃度対応ケープル

(2)化学爆体の共通緩衝
水電解装置のシステム..単位の向上
再生可能エネルギー由来電力と水電解装置のイン世ーフ工ース緩衝

設費大量需耐術 :例水篠宮ービ ン の 賎 (高混寧ES義援華街、ヲローズド4防衛.酬翼
・9ービン・コンブレツサ、高温納 織 濁、 水 器)

場入期における天然ガスー水察混焼妓衡の開発

(3)濃体水.
300 t /目規織の高効率大型漉化鎗の開発 (大型"の作成、漉化原単位の向上)
大型灘体水察宮ンク (80.000ml規慎)の欄..断鱒緩衝の低コスト化
現状のLNG~ ンカー級の漕体水.~ンカーの開発
漉体水穫の冷静告を利用する港湾システム

(4)有梅ハイドライド

長寿命高性能の脱水練触鎌の開発
大型の脱水濠プラントの開発

高回収率の水銀化脱水源システム
省エネ大型ケミカル宮ンカーの開発

縛験利用緩衝 (水添反応の情"‘水療費一ピン線"の有効利用)一 一戸山一 … … ι 』会一 一一
IAE IO滋人エネルギー総会工学研究所 刊2揮哨26日柑エネルギー副会総会特別刷会 15 
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ヤエ[(/"0'+ M".1 Xl+rt] 
耐周年平均発電コスト(円/kWhl= 2...，，， 一

In.l:陵情nのt期における段備関連費用(元利金等払いの1期分の
金額)

M n • l : 設備nの i期における運転関連費用(固定資産税、事策報酬、
保険費用、修錨費、変動費)

E1: t期における発電量

r:割引率

t:期(1年単位)

年経費 (遣水)

11 IAE鈎蹴人ヱネ111ギー齢工判期刊22刷側目 柑…ー圃錨開削帥 12 

実舗内各キャリアの発電コストの麗隠依存

恥一一一一州総義 組岬町一同制叫

H-電力(常電導1 ・漉体水素 有償ハイドライド|
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再生可能工才、ルギー電力コストも吉む

10000 15000 

距雌(km)

20000 25000 

日本から数千キロメートルが電力と化学機体による繍迭のプレー
クイーブンポイント

4000kmから8000kmで漕体水量の鎗竃コストの傾きがやや亀に
なっているのは、距障の増加に伴う蝿地倒貯蔵蹟備の増加による.

l必蹴人工ネ111ギ唱会工判開 … ‘叩 14 

再生可能エネルギ一大陸間鴫送システムの概念短針

基静エネルギーシステムとして必要な電力供給を前揖とし概念額計
一化学徳体への変績を緩自する電力繍送
ー海底ケーブルによる電力繍送システム

震位システムあたり100万kWの宛電所刈.率90%で糊した舶の電力を
t8 

再生可能エネルギー大陸間輸送技術の評価・出較
週択した各エネルギーキャリアについて発電コストの距離依存性を
僻価。

日本から数千キロメートJI，.が電力と化学媒体による輸送のブレーク
イーブンホ.イント

これより短い距離では電力が、畏い距離では化学媒体が有利
化学煤体では、畏距離で、有機ハイドライドがやや有利か。
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